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共
働
・
共
助
で
飛
躍
の
年
に

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
野
県
内
の
経
済
状
況
も
少
し
上
向
い
て
き
た
と
は
い
え
、

未
だ
厳
し
さ
の
あ
る
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。貴
セ
ン
タ
ー
に
は
、

長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
術
を
活
か
し
て
働
き
た
い
と
い
う

元
気
な
高
齢
者
に
就
業
の
機
会
を
提
供
し
、
社
会
参
加
の
推
進

な
ど
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
て
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
四
月
か
ら
は
、
新
た
な
公
益
社
団
法
人
安
曇
野
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
横
山
理
事
長
を
は
じ
め
役
員
の

力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
対
外
的
に
も
確
た
る
事
業

が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、多
く
の
会
員
が
、安
全
就
業
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
気

の
ゆ
る
み
慣
れ
と
油
断
が
事
故
の
も
と
」
を
遵
守
さ
れ
、共
働
・

共
助
の
精
神
で
充
実
し
た
シ
ル
バ
ー
事
業
の
展
開
が
進
め
ば
、

更
な
る
飛
躍
に
繋
が
る
年
に
な
る
も
の
と
期
待
を
し
、貴
セ
ン
タ
ー

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

シルバー安曇野

安
曇
野
市
健
康
福
祉
部

高
齢
者
介
護
課
長

小　

川　

廣　

道
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頭の体操の答え：①りんご②ざくろ③れんこん④いちじく⑤あけび⑥れもん⑦わさび⑧なまこ⑨ひとで⑩ふぐ

　

総
勢
47
名
余
を
乗
せ
た
バ
ス
は
途
中
更

埴
一
松
亭
で
格
別
お
い
し
い
新
蕎
麦
を
食

べ
正
午
過
ぎ
更
埴
文
化
会
館
あ
ん
ず
ホ
ー

ル
に
到
着
。

　

県
下
21
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
職

員
、
会
員
約
７
０
０
名
が
集
結
。
12
時
半

か
ら
民
話
で
始
ま
り
ま
し
た
。
千
曲
市
長

さ
ん
の
親
し
み
の
こ
も
っ
た
挨
拶
、
来
賓

の
祝
辞
、
介
護
予
防
運
動
指
導
員
の
小こ
か
い海

殊し
ゅ
う
い
ち
一
氏
の
講
演
が
あ
り
、老
い
る
（
加
齢
）

と
は
身
体
が
成
長
後
、
心
と
体
の
機
能
が

徐
々
に
衰
え
る（
大
人
は
足
か
ら
衰
え
る
）

事
だ
そ
う
で
す
。

　
老
化
防
止
に
頭
の
体
操
を
！

　

こ
ん
な
漢
字
読
め
ま
す
か
？

　
（
注　

答
え
を
先
に
見
な
い
で
ね
）

1
林
檎
　

2
柘
榴
　

3
蓮
根
　

4
無
花

果
　

5
山
女
　

6
檸
檬
　

7
山
葵

8
海
鼠
　

9
海
星
　
10
河
豚

　

小
梅
氏
の
ユ
ニ
ー
ク
な
話
で
盛
り
上
が

り
、
山
岸
佐
久
夫
氏
の
お
年
寄
り
か
ら
パ

ワ
ー
を
戴
い
た
体
験
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
午
後
3
時
を
廻
り
、
安
全
・
適
正
就

業
推
進
大
会
へ
今
年
に
入
り
死
亡
事
故
が

3
件
も
発
生
す
る
憂
う
べ
き
異
常
事
態
と

の
こ
と
。
気
を
引
き
締
め
て
事
故
撲
滅
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

　

終
わ
り
に
私
の
考
え
た
標
語
で
締
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

作
業
前 

悔
の
残
ら
ぬ 

点
検
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
長
野
県
大
会

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会

10 月 21 日県大会・安全就業推進大会

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
々
安
全
第

一
を
基
本
と
し
て
就
業
さ
れ
て
お
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

横
山
理
事
長
は
就
任
以
来
、
特
に

安
全
適
正
就
業
を
最
重
点
事
項
に
掲

げ
て
お
り
、
我
々
安
全
委
員
会
で
も

理
事
長
と
共
に
事
故
皆
無
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 　

平
成

22
年
度
は
県
下
に
お
い
て
数
件
の
死

亡
ま
た
は
重
篤
な
事
故
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。（
全
国
で
は
年
間
50
件

前
後
）。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
理

事
長
・
安
全
委
員
長
名
で
7
月
26
日

付
に
て
全
会
員
に
「
安
全
・
適
正
就

業
総
点
検
の
実
施
に
つ
い
て
」
に
よ

り
安
全
就
業
の
再
点
検
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
安
曇
野
シ
ル
バ

ー
に
於
い
て
も
重
篤
事
故
に
至
ら
ぬ

ま
で
も
依
然
と
し
て
傷
害
・
物
損
賠

償
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
齢
（
加
齢
）
に
よ
る
身
体
能
力

の
低
下
を
念
頭
に
危
険
な
作
業
は
受

け
な
い
、
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
を

合
言
葉
に
就
業
場
所
へ
の
交
通
事
故

等
を
含
め
、
後
悔
先
に
立
た
ず
に
な

ら
な
い
よ
う
に
相
手
を
含
め
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
。
安
全
は
日
々

の
心
構
え
と
実
行
あ
る
の
み
で
す
。

安
全
就
業
が
空
念
仏
で
終
わ
ら
な
い

よ
う
に
一
人
一
人
が
今
日
も
健
康
で

安
全
に
作
業
で
き
て
良
か
っ
た
と
家

族
に
笑
顔
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
7
月
に
全
国
安
全
適
正
就

業
月
間
の
折
、当
シ
ル
バ
ー
も
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

堀
金
林
道
の
除
草
作
業
は
か
な
り

の
山
奥
で
下
界
と
違
い
涼
し
い
の
で

は
と
思
い
ま
し
た
が
、や
は
り
日
差

し
は
強
く
、ま
し
て
や
体
を
ひ
ね
っ

て
の
仕
事
で
皆
さ
ん
汗
だ
く
で
し

た
。

　

豊
科
地
区
は
、ス
ワ
ン
ガ
ー
デ
ン

の
植
込
み
の
草
取
り
作
業
で
し
た
。

木
陰
は
涼
し
い
か
と
思
い
き
や
、ア

ス
フ
ァ
ル
ト
か
ら
の
熱
風
で
こ
れ
ま

た
暑
い
中
で
の
作
業
で
し
た
。お
陰

様
で
当
シ
ル
バ
ー
は
無
事
猛
暑
を
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、地
面
の
凍
結
、イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
等
、危
険
要
素

が
次
々
と
襲
っ
て
参
り
ま
す
。

　

就
業
後
家
族
の
顔
を
見
る
ま
で
が

就
業
で
す
。今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

安
全
委
員
会
だ
よ
り

安全・適正就業の標語
　平成 22 年度長野県シルバー人材センター連合会の安全・適正就業の標語を応
募いただきありがとうございました。応募のあった 13 点より理事会で 3 点を選ばせて
いただきました。今後当シルバーで安全・適正就業のために使用させていただきたいと
思います。下記の 3 名の方には理事長名で表彰状を送らせていただきました。

最優秀賞「見たつもり、やったつもりが  事故のもと」

優秀賞「この作業  何が危険か  まず確認」 

優秀賞「安全は（心で誓い目で確認）  声をかけあう仲間の力！」

花
村 

清
志

安
全
委
員
長
　
鹿
川 

祥
彰

新
年
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
長　

 

宮　

澤　

宗　

弘

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
二
十
三
年
の
年
頭
に
あ
た

り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ

の
業
務
の
み
な
ら
ず
清
掃
奉
仕
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
役
職

員
の
皆
様
に
は
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
・
促
進
、
会
員

へ
の
支
援
な
ど
を
通
じ
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
・
維
持
だ
け
で

な
く
、
経
済
的
な
支
え
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
市
政
を
預
か
る
者
と
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
の
国
際
的
な
金
融
危
機
以
来
、
社
会
を
取
り
巻

く
経
済
情
勢
は
非
常
に
厳
し
く
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
ま
し

て
も
そ
の
状
況
は
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
そ
ん
な

な
か
前
年
は
、
一
昨
年
を
上
回
る
業
績
で
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
、
会
員
の
皆
様
の
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
豊

富
な
経
験
と
知
識
に
基
づ
く
誠
実
な
仕
事
ぶ
り
に
よ
る
成
果
で

あ
る
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
超
高
齢
化
と
も
言
わ
れ
る
昨
今
、

特
に
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
は
、
地
域
住
民
の
希
望
と
励
み
に

繋
が
る
も
の
と
期
待
を
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

事故を防ぐには

敵（仕事に潜む危険）を知り

己（自分の身体能力）を

知れば百戦危うからず。 第 17 回

一
に
安
全
・
二
に
あ
ん
ぜ
ん
！

（穂高地区）
堀内　敏江様

（豊科地区）
曽根原國夫様

（豊科地区）
丸山　節子様
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役
員
研
修
会
に

参
加
し
て

平
成
二
十
二
年
度

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム

岩
谷
　
昇

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
役
員
研
修
会

を
県
内
で
実
施
す
る
事
と
し
、
今
回

は
長
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
さ

ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
10

月
29
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

概
要
は
昭
和
54
年
設
立
、
構
成
団

体
は
長
野
市
・
信
濃
町
・
飯
綱
町
の

3
団
体
、
10
月
現
在
の
会
員
数
は
２

６
１
２
人
。

　

会
員
組
織
は
地
域
班
長
１
３
０

人
、
職
群
班
は
剪
定
、
機
械
草
刈
、

手
刈
除
草
、
障
子
襖

張
り
、
シ
ル
バ
ー
農

園
等
々
、
12
班
で
構

成
。

　

独
自
事
業
は
①
門

松
・
し
め
飾
り
②
木

工
工
作
③
手
づ
く
な

の
会
④
布
ぞ
お
り
⑤

刃
物
研
ぎ
⑥
パ
ソ
コ

ン
サ
ポ
ー
ト
⑦
元
教

員
に
よ
る
お
さ
ら
い
教
室
⑧
シ
ル

バ
ー
農
園
⑨
結
婚
相
談
。

　

企
画
提
案
方
式
事
業
（
国
庫
補
助

事
業
）
①
剪
定
枝
の
有
効
パ
イ
ロ
ッ

ト
４
０
０
万
円
②
子
育
て
事
業
１
０

０
万
円
③
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
「
も
っ
た

い
な
い
屋
」
の
運
営
と
子
育
て
支
援

事
業
４
０
０
万
円
。
指
定
管
理
者
事

業
は
県
立
若
里
公
園
管
理
委
託
１
４

０
０
万
円
。

　

特
に
注
目
は
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ

「
も
っ
た
い
な
い
屋
」
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
長
野
店
内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
設
け
、
会
員
が
製
作
し
た
製
品

な
ど
の
販
売
と
各
種
資
料
を
併
設
し

て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
常
設

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
の
役
割
を
十
分
に
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
、
子
供
見
守
隊
、

公
共
施
設
の
清
掃
美

化
奉
仕
活
動
、
刃
物

研
ぎ
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
行
政

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
も

強
く
感
じ
ら
れ
た
視

察
研
修
会
で
し
た
。

10月の普及啓発促進月間にボランティア活動を行いました！

日頃の感謝を込めて除草や清掃を 5 地区合計 186 名の会員が参加いたしました。

9 月 7 日 三郷地区　三郷いきいきランド

10 月16 日 堀金地区　常念荘 10 月 26 日 明科地区　明科公民館 11月 5 日 穂高地区　穂高会館

10月13日 豊科地区　長野県立こども病院

庭
木
・
庭
園
管
理
講
習
会
に

参
加
し
て

堀
内 

博
之

長
い
間
、
趣
味
で
自
宅
の
庭
木
を

自
己
流
に
剪
定
し
て
き
ま
し
た

が
、
基
本
を
勉
強
し
て
い
な
い
た
め

な
か
な
か
職
人
の
よ
う
な
き
れ
い
な

剪
定
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
シ
ル

バ
ー
で
お
金
を
頂
く
以
上
は
き
ち
ん

と
し
た
剪
定
の
基
本
を
勉
強
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
、
今
回
の

講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

水
産
試
験
場
で
の
竹
垣
作
り
で

は
、
座
学
で
教
わ
っ
た
垣
根
結

び
を
実
習
し
た
が
な
か
な
か
き
ち
っ

と
締
ま
ら
ず
数
多
く
や
ら
な
い
と
駄

目
だ
と
思
っ
た
。
松
の
剪
定
で
は
、

す
っ
き
り
と
形
よ
く
透
か
す
よ
う
な

剪
定
が
で
き
な
く
、
講
師
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
こ
の
枝
を
切
れ
と
か
、

こ
の
枝
は
も
っ
と
切
り
戻
せ
と
言
わ

れ
そ
の
と
お
り
に
剪
定
し
た
ら
、
ま

あ
ま
あ
の
格
好
に
な
っ
た
。
や
は
り

先
生
だ
な
と
感
心
し
た
。

３
日
目
か
ら
は
穂
高
会
館
に
場
所

を
変
え
た
。
以
前
か
ら
、
覚
え

た
か
っ
た
梯
子
の
ロ
ー
プ
が
け
を
教

わ
っ
た
。
自
己
流
で
立
て
掛
け
て
い

た
事
が
恥
ず
か
し
く
、
ロ
ー
プ
の
調

整
ひ
と
つ
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
向
き

の
変
更
が
で
き
、
仕
事
の
能
率
向
上

に
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
穂
高
会
館
は
色
々
な
樹
種

が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
剪
定
の
仕
方

が
短
時
間
に
経
験
で
き
、
講
習
会
場

と
し
て
最
適
な
場
所
で
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
時
期
は
剪
定
の
多

忙
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
手

取
り
足
取
り
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
講
師
の
皆
様
に
は
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
24
人
の
受
講
生
と
良
い
お

付
き
合
い
が
で
き
、今
後
の
シ
ル
バ
ー
活

動
に
良
い
仲
間
が
で
き
ま
し
た
こ
と

が
最
大
の
財
産
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
講
習
会
で

学
ん
だ
技
術
を
更
に
現
場
で
磨
き
、

微
力
で
す
が
安
曇
野
の
緑
の
環
境
整

備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

警
備
業
務
講
習
会
を

受
講
し
て

梨
子
田 

武

警
備
業
務
の
認
識
は
、
今
ま
で
自

分
の
思
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と

は
異
な
り
、
多
種
多
様
な
警
備
が
あ

る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

契
約
を
依
頼
さ
れ
た
事
務
所
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
住
宅
、
作
業
所
、

駐
車
場
、
雑
踏
警
備
、
交
通
誘
導
警

備
、
現
金
輸
送
、
身
辺
警
備
等
の
事

故
発
生
を
警
戒
し
防
止
す
る
。
責
任

の
あ
る
重
要
な
職
業
で
あ
る
事
を
感

じ
ま
し
た
。

救
急
法
救
急
員
の
講
習
を
受
け
、

先
生
方
の
熱
心
な
説
明
に
よ

り
、
僅
か
な
時
間
で
多
く
の
赤
十
字

救
急
法
を
学
び
、
ま
た
胸
骨
圧
迫
と

人
工
呼
吸
、急
病
、怪
我
、傷
、骨
折
の

手
当
て
、搬
送
、救
護
方
法
等
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
教
え
は
こ
れ
か
ら
の
身
近
な

不
慮
の
事
故
や
急
病
に
対
す
る

応
急
手
当
の
方
法
と
し
て
、
日
常
生

活
の
中
で
も
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

す
。
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内
川　

政
幸　

様　
　
　

明
科
地
区

　
　
　
　
（
平
成
22
年
10
月
４
日
）

花
岡　

峯
男　

様　
　
　

豊
科
地
区

　
　
　
　
（
平
成
22
年
10
月
17
日
）

　

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

1
月
分
は
2
月
18
日
（
金
）

2
月
分
は
3
月
18
日
（
金
）

3
月
分
は
4
月
20
日
（
水
）

4
月
分
は
5
月
20
日
（
金
）

5
月
分
は
6
月
20
日
（
月
）

6
月
分
は
7
月
20
日
（
水
）

会
員
の
お
悔
や
み

セ
ン
タ
ー
の
出
来
事

平
成
23
年
度
会
費
の

納
入
方
法
に
つ
い
て

確
定
申
告
に
つ
い
て

振
り
込
め
詐
欺

に
注
意
！

就
業
中
の
事
故
・
怪

我
の
報
告
に
つ
い
て

配
分
金
の
振
込
日

　
　
　
　
　

ア
活
動
（
45
名
参
加
）

11
月
11
日
～
12
日　

北
シ
協
職
員
研

　
　
　
　
　

修
会

11
月
15
日　

新
公
益
法
人
へ
の
移
行

　
　
　
　
　

に
係
る
説
明
会

11
月
17
日　

新
入
会
員
説
明
会

11
月
19
日　

中
信
シ
協
職
員
研
修
会

11
月
26
日　

県
シ
連
業
務
研
修
会

12
月
2
日　

調
査
広
報
部
会

12
月
6
日　

門
松
作
成
開
所
式

12
月
7
日　

シ
ニ
ア
就
業
支
援
講
座

12
月
16
日　

新
入
会
員
説
明
会

12
月
21
日　

穂
高
地
区
役
員
会

12
月
24
日　

理
事
会

　

22
年
度
か
ら
4
月
の
就
業
の
配
分

金
（
5
月
振
込
分
）
よ
り
会
費
を
徴

収
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

4
月
に
就
業
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
、
会
費
の
請
求
書
を
送
り
ま
す
。

尚
、
5
月
に
各
地
区
１
回
出
張
で
集

金
を
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
平
成
22
年
度
で
退
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
23
年
3
月
末
ま
で
に

ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
22
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
に
振
込
に
な
っ
た
配
分
金
の
支

払
証
明
書
を
１
月
中
に
圧
着
ハ
ガ
キ

で
ご
自
宅
へ
郵
送
致
し
ま
す
。
申
告

は
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。

　

全
国
で
高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込

め
詐
欺
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」

「
お
金
を
返
す
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
け
」

等
の
電
話
は
振
り
込
め
詐
欺
の
典
型

的
な
事
例
で
す
。
直
ぐ
に
振
り
込
ま

ず
に
家
族
に
相
談
を
し
て
下
さ
い
。

故
や
、
怪
我
を
さ
れ
た
場
合
は
必
ず

事
務
局
へ
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
尚
、
シ
ル
バ
ー
の
会
員
が
就
業

中
に
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
、
労
災

に
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
下

さ
い
。

　

就
業
中（
就
業
途
上
を
含
む
）の
事

8
月
11
日　

総
務
部
会

8
月
19
日　

新
入
会
員
説
明
会

8
月
25
日　

理
事
会

8
月
26
日
～
9
月
9
日　

Ｓ
Ｐ
警
備  

　
　
　
　
　

業
務
講
習

9
月
9
日　

三
郷
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
　

ア
活
動
（
57
名
参
加
）

9
月
16
日　

新
入
会
員
説
明
会

10
月
4
日　

ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー
防

　
　
　
　
　

災
訓
練

10
月
13
日　

豊
科
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
　

活
動
（
21
名
参
加
）

10
月
16
日　

堀
金
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
　

ア
活
動
（
23
名
参
加
）

10
月
18
日　

中
間
事
業
監
査

10
月
21
日　

長
野
県
大
会
、
安
全
・

　
　
　
　
　

適
正
就
業
推
進
大
会

10
月
22
日　

新
入
会
員
説
明
会

10
月
26
日　

明
科
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
　

ア
活
動
（
40
名
参
加
）

10
月
29
日　
役
員
視
察
研
修
（
長
野
SC
）

10
月
29
日　

理
事
会

11
月
4
日　

調
査
広
報
部
会

11
月
5
日　

穂
高
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

会
員
証
は
常
に
携
行
し
ま
し
ょ
う

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
心
新
た
な
新
年
を
お
迎

え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
あ
の
猛
暑
の
中
の
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
よ
り
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
5
地
域
の
精
鋭
が
勢
揃
い
し

て
三
郷
黒
沢
マ
レ
ッ
ト
場
に
お
い
て
の

熱
戦
で
し
た
。
私
も
穂
高
代
表
と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
に
恵
ま
れ
て
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
何
よ
り
あ
ま
り
親
交
の
な
い

大
勢
の
皆
様
と
お
会
い
で
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
は
一
年
の
最
大

の
楽
し
み
で
し
た
。

　

思
え
ば
5
年
前
に
友
人
に
誘
わ
れ
て

権
現
宮
マ
レ
ッ
ト
場
に
て
プ
レ
ー
を
し

て
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
で
き
た
こ
と

が
や
み
つ
き
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

退
職
後
、
そ
れ
ま
で
は
朝
の
散
歩
等

で
身
体
を
動
か
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

マ
レ
ッ
ト
を
始
め
て
か
ら
は
、
仕
事
の

無
い
好
天
の
日
は
ほ
と
ん
ど
マ
レ
ッ
ト

場
通
い
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

マ
レ
ッ
ト
の
良
さ
は
、
好
き
な
時
に

一
人
で
も
仲
間
と
も
自
由
に
で
き
る
こ

と
で
す
。そ
の
う
え
お
金
も
か
か
ら
ず
、

マ
レ
ッ
ト
場
は
近
隣
に
沢
山
あ
り
、
ど

こ
で
も
簡
単
に
行
け
ま
す
。
そ
し
て
プ

レ
ー
の
中
で
大
勢
の
新
し
い
友
達
が
で

き
る
こ
と
で
す
。

　

自
然
の
中
で
大
勢
の
皆
様
と
交
流
が

で
き
、
楽
し
み
な
が
ら
の
健
康
作
り
と

し
て
最
適
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年

も
大
会
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
は
第
3
回
の
安
曇
野
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
互
助
会
マ
レ
ッ
ト
大
会

が
、
当
三
郷
黒
沢
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

で
8
月
20
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
近
年
最
高
の
暑
さ
の
中
、
大
勢
の

皆
様
の
ご
参
加
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
会
員
の
交
流
親
睦

が
一
層
深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

三
郷
地
区
の
大
会
は
、
6
月
9
日
黒

沢
で
、
10
月
14
日
豊
科
水
辺
公
園
で
、

地
区
の
サ
ー
ク
ル
大
会
は
地
元
黒
沢
で

2
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
じ
て
女
性
の
参
加
が
少
な
い
の
で

大
勢
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
働
く
穂
高
温
泉
健
康
館
の

周
辺
の
木
々
は
、
こ
こ
近
年
に
な
く
美

し
く
彩
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
爽
や
か
な

11
月
10
日
に
私
た
ち
は
、
社
会
福
祉
法

人
安
曇
野
福
祉
協
会
を
訪
れ
、
昨
年
度

に
続
き
第
2
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
白

タ
オ
ル
で
手
縫
い
の
雑
巾
１
０
０
枚
を

届
け
ま
し
た
。
福
祉
協
会
で
は
「
使
い

勝
手
が
良
い
雑
巾
な
の
で
、
市
内
施
設

に
送
り
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。
少
し
だ
け
ど

社
会
に
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

会
員
互
助
会

だ
　
よ
　
り

第
三
回
　
互
助
会

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

鷲
澤　

守

三
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

児
玉 

多
聞

穂
高

小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

小
林 

寛
子

第 3 回マレットゴルフ大会成績表
順　位 氏名 地区 スコア
優　勝 鷲澤　　守 穂高 62
準優勝 原　　　昶 穂高 64
３　位 矢花　正一 明科 67
４　位 日比野行伸 三郷 68
５　位 滝澤　新一 豊科 69
６　位 石川　照義 三郷 70

ホールインワン 山口　常子 穂高

ホールインワン 小林　英輔 穂高
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
９
月
ま
で
猛
暑
の
連
続
で
気
象

庁
始
ま
っ
て
以
来
の
暑
い
夏
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
私
達
の
身
体
も
バ
テ
気
味
で
し
た

が
、
心
配
さ
れ
た
米
の
収
穫
で
は
長
野
県

は
一
等
米
が
95
・
7
％
で
全
国
ト
ッ
プ
、

又
リ
ン
ゴ
も
昨
年
度
と
比
べ
出
来
が
良
い

と
か
で
ひ
と
安
心
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で

も
厳
し
い
不
況
の
中
、
業
績
は
対
前
年
を

な
ん
と
か
上
回
り
そ
う
で
す
。

　

年
の
初
め
に
新
た
な
気
持
ち
で
安
全
就

業
は
勿
論
、
就
業
時
の
安
全
運
転
に
気
を

つ
け
健
康
で
楽
し
く
生
き
生
き
と
働
き
続

け
た
い
も
の
で
す
。

　

本
年
も
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
一
層
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

古
幡　

菊
子

岩
谷　
　

昇

中
野　

哲
也

編
集
後
記

　　地区懇談会の予定
豊科地区　　2 月 14 日（月）成相コミュニティセンター　午後 1 時 30 分
穂高地区　　2 月 25 日（金）本郷公会堂　午前 11 時
三郷地区　　2 月 15 日（火）三郷福祉センター　午後 1 時 30 分
堀金地区　　2 月 26 日（土）堀金老人福祉センター　午後 1 時 30 分
明科地区　　2 月 10 日（木）明科自然体験交流センター「せせらぎ」　午前11時

※地区ごとに会員さんへ通知を差し上げますので是非ご参加ください。

俳
句

古
幡
菊
子

合
歓
の
花　

水
面
に
影
を　

落
と
し
け
り

秘
め
事
は　

空
へ
告
げ
た
し　

朴
の
花

亡
き
母
の　

み
や
げ
の
風
鈴　

よ
き
音
色

落
ち
葉
掃
く　

箒
の
く
せ
の　

な
す
が
ま
ま

余
白
に
も　

思
い
出
あ
り
て　

古
日
記

胸
の
内　

ぽ
つ
ぽ
つ
明
か
す　

菊
日
和

　

今
の
「
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」が「
公
益
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ど
こ
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
？

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
直
接
大
き
な
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

長
く
続
い
た
公
益
法
人
制
度
に
つ
い

て
再
整
理
す
る
た
め
、「
公
益
法
人
制
度

改
革
」
一
口
に
言
え
ば
現
在
の
公
益
法

人
を
真
の
公
益
法
人
と
そ
の
他
の
一
般

法
人
に
整
理
す
る
の
が
こ
の
改
革
で
す
。

　

全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
公
益
法
人
に
移
行
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

◎
移
行
時
期　

平
成
23
年
4
月
1
日

◎
現
在
の
法
人
と
新
法
人
で
は
ど
こ
が

変
わ
る
の
か
、
大
き
く
五
つ
に
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

一
名
称
に
「
公
益
」
と
い
う
文
字
が

つ
く
こ
と
で
す
。
形
式
的
に
は
た

だ
二
つ
の
文
字
が
つ
く
だ
け
で
す
が
、

厳
し
い
会
計
基
準
が
摘
要
さ
れ
る
な

ど
、
一
層
の
公
益
性
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

二
総
会
と
理
事
会
の
役
割
分
担
が
よ

り
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
今

ま
で
事
業
計
画
や
予
算
は
総
会
の
承
認

事
項
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
理
事
会

の
承
認
事
項
に
な
り
、
総
会
で
は
決
算

を
中
心
に
審
議
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

三
理
事
の
権
限
と
責
任
が
明
確
化
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
新
し
い
シ
ル

バ
ー
を
会
社
に
例
え
る
な
ら
、
理
事
は

平
ら
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
理
事
長

は
社
長
に
、
副
理
事
長
は
副
社
長
に
、

専
務
理
事
は
専
務
に
あ
た
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
と
責
任
が
よ
り

明
確
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
と
裏
腹
に
こ
れ
ら
の
理
事
が
法
律
な

ど
に
定
め
る
義
務
を
怠
り
、
セ
ン
タ
ー

に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
損
害
賠
償
責

任
が
生
じ
る
こ
と
、
た
だ
し
一
定
の
場

合
に
は
理
事
会
の
決
議
で
、
一
定
の
免

除
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
会
計
監
事
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
。
そ
れ
に
伴
い
理
事
会
に
も

出
席
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

五
公
益
法
人
新
会
計
基
準
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
。こ
れ
に
よ
り
、公
益
法

人
は
収
支
相
償
の
原
則
、
す
な
わ
ち
大

き
な
収
益
を
上
げ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、

収
支
ト
ン
ト
ン
で
行
う
と
い
う
、
厳
し
い

運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
精
神
で
奉

仕
の
心
を
持
っ
て
活
動
し
、
地
域
社
会

に
寄
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
社
団
法
人
」か
ら

「
公
益
社
団
法
人
」に
移
行
し
ま
す
。


